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　社会福祉法人やすらぎ会　広報誌
〒６３２－０１２２

　奈良県天理市福住町５５０４番地

　「組織内における職員のキャリアアップの進路及び道筋」、キャリアパ
スを定義付けすると一般的にはこうなる。元々は経済学用語であり自己啓
発を意味する人事労務用語でもある。介護人材の枯渇が危惧されて久しい
近年、介護現場では特にその重要性が叫ばれてきた。
　平成２１年の「介護職員処遇改善交付金」から強調されたその経緯は、
待遇改善や人材定着という課題解消のためのツールとしての位置付けを歩
んできたとも言える。
　‘当面の問題を解消するために取り組む’‘交付金要件としてとりあえ
ず’消極的な動機とは言え、根付いたことには違いはない。
　「将来の道標」という観点から、職位のイメージを明らかにしなければ
ならない。そしてそのイメージは恣意的なものであってはならない。何よ
り大切なのは、そのイメージに向かって段階的にそして実行性のあるもの
が求められる。法人施設規模によって、その歩む道程は千差万別だ。

　例年通り、役職員間で三度の議論場を経て「平成２７年度法人事業計画」
は承認を得た。３点ある重点方針の一つは「人材育成とキャリア形成」、
その代表的な推進項目として「キャリアパス委員会」を発足した。組織と
して考え、組織として定着させる近道は現場発信。私なりのこだわりに、
４名の志願者が共鳴してくれた。
　５年間という限定期間で、果たして何が形として残るのか。何が具体的
な運営に位置付けられるのか。不透明な中にも、予想だにしない可能性は
期待とともに広がっていく。

　組織と人材、法人と職員、真の融合は成し得るのか。互いの目的と目標
がどれだけ縮まるのか。絵空事に終わらせない、動き出した一つのスタイ
ルの行く末には、‘やる気と誇り’というキャリアパスそのものの真価が
問われているようだ。
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